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我が国では、核燃料サイクルの推進により将来高燃焼度燃料やMOX燃料の再処理が行われることが考え
られ、これらに伴う高レベル放射性廃棄物(以下HLWという)が発生することとなり、処理・処分方法も含め
た更なる技術開発が必要となる。そこで、2019年度より高燃焼度燃料やMOX燃料の再処理に伴い発生する
HLWを対象にガラス固化技術の基盤整備を行っている。本報告では、2020年度までの成果概要について報
告する。 
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1. 緒言 

我が国では、原子力発電所の効率的な稼働や燃料費削減に向けて燃料の高燃焼度化が進められており、核
燃料サイクルの推進により高燃焼度燃料や MOX 燃料の再処理が行われることが考えられる。そこで、再処
理に伴い発生する HLW の組成が変化することとなり，処理・処分方法も含めた更なる技術開発が必要とな
る。そこで、資源エネルギー庁委託事業「平成 31年度～令和 2年度放射性廃棄物の減容化に向けたガラス固
化技術の基盤研究事業」において、IHI、日本原燃、原子力機構、電中研の 4事業者において、高燃焼度燃料
や MOX 燃料の再処理に伴い発生する HLW に応じた発熱量が高い放射性核種を含むガラス固化技術の開発
目的とし，ガラス固化を行う際には，MA 分離処理や処分シナリオを考慮したガラス溶融技術の開発を行う。
今回、2020 年度成果概要について報告する。 
 
2.これまでの成果 

2020 年度までに，高燃焼度燃料および MOX 燃料
を対象として、ガラス固化技術開発を実施した。ま
ずは，高燃焼度燃料および MOX 燃料について，想
定される処分シナリオの検討を行い，MA 分離効率
やガラス固化体の充填率について，大まかな設定値
を処分場の観点から検討した。そして，開発目標と
する MA 分離やガラス固化技術開発を行ってきた。
高燃焼度燃料においては，ガラス組成の改良を行
い，適合するガラス組成についての見通しを得た。
また，小型溶融炉等を用いて，運転方法についても
検討を行った。 

さらに，炉内の温度状態を外部から検知するセン
シング要素技術の開発を行い，炉上部，中部，下部
の検討装置を開発している。 

MOX 燃料の再処理工程から発生する高レベル廃液の
ガラス固化技術としては，MA分離の技術開発も併せて
実施し、吸着溶離挙動の基礎評価や MA 分離技術の安全性評価、MA 分離システムの開発を実施した。 
  
3.今後の試験計画 

本事業においては、将来発生が予想される高燃焼度燃料だけでなく、使用済み MOX 燃料を対象としたガ
ラスマトリックスの開発およびガラス溶融炉の運転制御技術の高度化、ガラス固化工程および固化体固化体
貯蔵・処分に適した MA 分離技術の適用性、MA 分離処理後の高レベル廃液の最適なガラス固化方法につい
ての開発を進める計画である。 
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